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常
任
委
、
特
別
委
の
新
人
事
決
ま
る

　

十
二
月
十
八
日
の
本
会
議
で
各
常

任
委
員
会
委
員
（
八
面
に
掲
載
）
と

予
算
特
別
委
員
会
委
員
な
ど
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会 

委
員
長　

飯
野　

重
男

副
委
員
長　

加
倉
井
昭
喜

委　
　

員　

高
橋　
　

靖

　

 

〃 　
　

 

舘　
　

静
馬

　

 

〃 　
　

 

福
地
源
一
郎

　

 

〃 　
　

 

伊
沢　

勝
徳

　

 

〃 　
　

 

五
木
田
良
一

　

 

〃 　
　

 

小
田
木
真
代

　

 

〃 　
　

 

鈴
木　

徳
穂

　

 

〃 　
　

 

山
岡　

恒
夫

　

 

〃 　
　

 

飯
岡　

英
之

　

 

〃 　
　

 

横
山　

忠
市

　

 

〃 　
　

 

石
川　

多
聞

　

 

〃 　
　

 

常
井　

洋
治

　

 

〃 　
　

 

石
井　

邦
一

　

 

〃 　
　

 

桜
井　

富
夫

　

 

〃 　
　

 

白
田　

信
夫

　

 

〃 　
　

 

長
谷
川
修
平

　

 

〃 　
　

 

青
山　

大
人

　

 

〃 　
　

 

田
村
け
い
子

　

 

〃 　
　

 

臼
井
平
八
郎

　

 

〃 　
　

 

大
内
久
美
子

　

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長　

細
谷　

典
幸

副
委
員
長　

菊
池　

敏
行

委　
　

員　

新
井　
　

昇

　

 

〃 　
　

 

飯
泉　
　

淳

　

 

〃 　
　

 

海
野　
　

透

　

 

〃 　
　

 

錦
織　

孝
一

　

 

〃 　
　

 

田
山　

東
湖

　

 

〃 　
　

 

川
口　
　

浩

　

 

〃 　
　

 

高
崎　
　

進

　

 

〃 　
　

 

江
田　

隆
記

　

情
報
委
員
会 

委
員
長　

鶴
岡　

正
彦

副
委
員
長　

本
澤　
　

徹

委　
　

員　

鈴
木
せ
つ
子

　

 

〃 　
　

 

田
所　

嘉
徳

　

 

〃 　
　

 

藤
島　

正
孝

　

 

〃 　
　

 

荻
津　

和
良

　
 

〃 　
　

 

狩
野　

岳
也

　
 

〃 　
　

 

佐
々
木
忠
男

　

 
〃 　
　

 

高
崎　
　

進

　

 

〃 　
　

 
半
村　
　

登

　

監
査
委
員 

　

 　

 　
　

 
新
井　
　

昇

　

 　

 　
　

 

飯
塚　

秋
男

　

十
月
二
十
八
日
及
び
十
二
月
三
日

に
茨
城
県
議
会
の
永
年
在
職
者
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た

議
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

十
五
年
在
職

　

田　

山　

東　

湖　

議
員

　

鶴　

岡　

正　

彦　

議
員

十
年
在
職

　

臼　

井　

平
八
郎　

議
員

　

武　

藤　
　
　

均　

議
員

（
十
一
月
七
日
辞
職
）

Ａ
委
員
（
自
民
）　

世
界
同
時
不
況

は
我
が
国
の
外
需
依
存
型
の
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、

企
業
が
雇
用
を
守
り
、
人
件
費
の
割

合
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
内
需
の
喚

起
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

知
事
は
、
労
働
分
配
率
向
上
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
考

え
方
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

我
が
国
が
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
輸
入
し
続
け
る
た
め
に
も
、
引

き
続
き
外
需
は
重
要
だ
が
、
労
働
分

配
率
を
高
め
、
内
需
を
喚
起
し
て
い

か
な
い
と
国
民
が
大
変
な
状
況
に
な

る
。
今
後
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

申
し
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
分
権
委
第
二
次
勧
告
に

対
す
る
評
価
、
県
税
徴
収
率
向
上
策

と
そ
の
効
果
な
ど
も
質
問
）

Ｂ
委
員
（
民
主
）　

雇
用
や
中
小
企

業
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て

い
る
が
、
県
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

知
事　

雇
用
対
策
は
、
離
職
者
の
再

就
職
支
援
や
採
用
内
定
取
消
問
題
等

に
国
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
小
企
業
対
策
は
、
資
金
繰
り
を
支

援
す
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

融
資
の
補
正
予
算
を
提
出
し
、
中
小

企
業
に
十
分
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

企
業
の
資
金
需
要
に
応
え
る
よ
う
金

融
機
関
に
対
し
て
も
要
請
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
社
会
の
実
現
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
な
ど
も
質
問
）

Ｃ
委
員
（
自
民
）　

農
業
大
学
校
と

農
業
高
校
と
の
連
携
を
深
め
農
業
大

学
校
へ
の
進
学
を
促
し
て
い
く
た
め
、

ど
う
働
き
か
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

農
林
水
産
部
長　

農
業
高
校
に
出
向

い
て
の
出
前
講
座
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
で
農
大
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
る
ほ
か
、
教
員
の
人
事
交
流

な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

来
年
度
か
ら
専
修
学
校
と
な
る
こ
と

か
ら
、
卒
業
後
に
大
学
三
年
生
か
ら

の
編
入
が
可
能
に
な
り
、
農
大
の
魅

力
は
増
す
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
メ
ロ
ン
新
品
種
の
育
成
、

鹿
島
灘
海
浜
公
園
の
整
備
な
ど
も
質

問
）

Ｄ
委
員
（
共
産
）　

養
護
学
校
の
児

童
生
徒
数
の
増
加
は
著
し
く
、
仮
設

も
含
め
県
全
体
で
百
三
十
教
室
が
不

足
し
、
通
学
区
域
も
あ
ま
り
に
広
大
。

学
校
新
設
も
視
野
に
入
れ
て
教
室
不

足
の
解
決
に
即
刻
対
応
す
べ
き
。

教
育
長　

校
舎
の
新
増
築
な
ど
に

よ
っ
て
も
な
お
不
足
教
室
が
増
加
し

て
い
る
と
認
識
。
現
在
、
特
別
支
援

学
校
の
あ
り
方
を
含
め
た
整
備
計
画

の
検
討
に
着
手
し
、
今
後
は
児
童
生

徒
数
の
推
計
や
通
学
所
要
時
間
、
障

害
の
種
類
や
程
度
な
ど
を
踏
ま
え
具

体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用

確
保
、
中
小
企
業
融
資
な
ど
も
質
問
）

Ｅ
委
員
（
公
明
）　

厳
し
い
経
済
状

況
の
中
、
生
活
が
苦
し
い
と
感
じ
る

県
民
は
さ
ら
に
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

生
活
支
援
対
策
の
一
つ
と
し
て
乳
幼

児
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
の
拡
充
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

知
事　

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
は
、

そ
の
分
の
新
た
な
財
源
が
必
要
で
あ

る
。
本
県
は
全
国
平
均
レ
ベ
ル
の
助

成
制
度
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
も
あ

り
、
今
後
の
財
政
状
況
や
他
県
の
状

況
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
中
期
的
な

課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
立
中
央
病
院
の
救
急

医
療
体
制
の
整
備
、
雇
用
対
策
と
相

談
体
制
の
充
実
な
ど
も
質
問
）

Ｆ
委
員
（
自
民
）　
「
量
出
制
入
（
適

正
な
歳
出
に
応
じ
て
歳
入
が
決
ま
る
）」

の
役
割
を
担
う
べ
き
地
方
財
政
計
画

が
、「
量
入
制
出
」
と
な
っ
て
お
り
、
困

難
な
財
政
運
営
の
一
因
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
地
方
財

政
制
度
の
問
題
点
に
関
す
る
所
感
は
。

総
務
部
長  

国
の
地
方
財
政
計
画
で

地
方
の
歳
出
歳
入
が
的
確
に
見
積
も

ら
れ
る
こ
と
が
重
要
。
地
方
交
付
税

の
過
度
の
削
減
は
地
方
財
政
ひ
い
て

は
地
方
経
済
・
社
会
の
破
壊
に
つ
な

が
る
。
改
め
て
地
方
交
付
税
、
地
方

財
政
計
画
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
国
と
地
方
が
対
等
に
協
議

で
き
る
場
の
必
要
性
も
痛
感
し
て
い

る
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
融
資
資
金
貸

付
金
、
景
気
対
策
本
部
な
ど
も
質
問
）

●
質
問
者

加
倉
井
昭
喜

（
自
由
民
主
党
）

佐
藤　

光
雄

（
民　

主　

党
）

本
澤　
　

徹

（
自
由
民
主
党
）

山
中
た
い
子

（
日
本
共
産
党
）

高
崎　
　

進

（
公　

明　

党
）

鶴
岡　

正
彦

（
自
由
民
主
党
）

○
十
一
月
二
十
三
日
の
茨
城
県
議
会
議
員

守
谷
市
選
挙
区
補
欠
選
挙
で
梶
岡
博
樹

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
十
二
月
十
四
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
常

陸
太
田
市
選
挙
区
補
欠
選
挙
で
西
野
一

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
二
十

年
第
三
回
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

「
平
成
十
九
年
度
茨
城
県
公
営
企
業

会
計
決
算
の
認
定
」
及
び
「
平
成
十

九
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」
に

つ
い
て
審
査
す
る
た
め
、
第
四
回
定

例
会
ま
で
計
六
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
知
事
、
代
表
監
査
委

員
、
関
係
部
局
長
な
ど
の
出
席
を
求

め
、
決
算
書
な
ど
の
説
明
聴
取
、
監

査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
を
参
考
に
、

予
算
が
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
則
り

適
正
か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
か

な
ど
の
点
に
留
意
し
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
の
総
括
質
疑
で
は
、
巨
額
の

財
源
不
足
を
踏
ま
え
た
来
年
度
の
予

算
編
成
方
針
、
法
令
な
ど
に
基
づ
く

県
の
監
査
・
検
査
業
務
の
あ
り
方
、

不
正
経
理
問
題
に
関
す
る
会
計
検
査

院
の
検
査
及
び
県
独
自
調
査
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
の
執
行
及
び

決
算
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
が
適

正
な
も
の
と
認
め
、
賛
成
者
多
数
を

も
っ
て
原
案
を「
認
定
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

永
年
在
職
者
表
彰

新
議
員

予
算
特
別
委
員
会


